
避難場所の新たな確保は。
総務部長 民間の建物施設を利用した災害協定を進
める。
防災情報を入手する方法は。
市ホームページ、防災安全メール、公式 LINE など
で配信。
広域避難対策は。
令和３年１月に愛知学院大学日進キャンパスと「浸
水時における広域避難に関する協定」を締結。
訓練の実施は。
事前避難対象地域の自主防災会等が、令和 4年度か
ら毎年 2月に実施。
広域避難訓練を実施している自主防災会や自治会な
どの延べ数は。
31団体。

広域避難訓練は継続するのか。
今後も継続し、各地域において広域避難の重要性、
広域避難先を共有していく。
木曽三川下流部広域避難実現プロジェクトの内容
は。
高潮や洪水氾濫による大規模水害から、円滑な広域
避難の実施に繋げ被害の最小化を目指す。
地震以外の災害時は避難できるか。
災害の種類に関係なく

　　避難所開設を要請し対応
　　していく。

よつば小学校のスクールバスの路線はいつ決定する
のか。
教育部長 令和８年８月末までに決める予定。
バスは何台体制で運行するのか。
９台。
当日トラブル時の対応は。
今後、学校や関係者と詳細を決める。
集合場所に遅れた場合は。
原則として、保護者の責任のもとで対応。
借り上げなのか。使用期限があるのか。
車両はリース契約で、契約期間は 60か月。
小学生の通学送迎のみか。
支障がない範囲で、利活用を考える。

市内小学校のプール築年数と現状は。
多くが 40年以上経過し、今後更新や改修が必要。
専門指導者による教育効果の向上の見解は。
泳力向上が期待される。
学校プールを廃止した場合の施設活用は。
十四山西部小学校では保護者駐車場とする。

柴田 英里 議員
無会派

広域避難対策の現状は

よつば小学校スクールバスは

重要性と避難先を共有

9台でピストン送迎を予定

▲弥富市洪水ハザードマップ
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